アクティブノイズキャンセリングぺッドホン 

ATH-ANC23 

取扱説明書 ©audio-technica 


QuietPoint® 

お買い上げいただきありがとラございまず。 

ご使用の前にこの取扱説明書を必ずお読みのラえ、正しくご使用ください。 
また、いつでちすぐ読める場所に保管しておいてください。 


安全上のま意 


本製品はま全性に充分な配慮をして設計していまずが、使いかたを誤る 
と事故び起こることがありまず。 

事故を未然に防ぐために下記の内容を必ずお守りください。 


A を険 

この表示は r 取り掘いを誤った場合、使用者び死こまたは 
重傷を負ラ可能性び切迫しています」を意はしています。 

A 警告 

この表示は r 取り撒いを誤った場合、使用者び死こまたは 
重傷を負ラ可能性びあります」を意はしています。 

A 注意 

この表示は r 取り撒いを誤った場合、使用者び傷害を負ラ、 
または物的損害び発生ずる可能性びあります」を意なしていまず。 


アクティブノイズキャンセリング機能について 

本製品は、ヘッドホンに内蔵されたル型マイク□ホンで周囲の環境騒音（乗 
り物内での騒音やエアコンの空調音など主に300 HzL ^ 下の騒音）を収音 
し、その逆位相音を出して騒音を巧ち消ず仕組みになっています。 

その結果、環境騒音が傾減して聞こえます。 

※全ての騒音び消えるわけではありません。 

※静かな場所や騒音の種類によっては、ノイズキャンセ I 」ング効果び感じられ 
ない場合びあります。 

※本製品のノイズキャンセ U ング機能は主に30日 HzUTF の騒音を低減させる 
ため、それし^上の周波数成分のをい騒音（電話の着信音、話し声など）に巧 
してはほとんど効果びありません。 


※パワースイッチをオンにすると「サー」とい5音びしますび、これはノイズ 
キャンセ I 」ング機能の動作音で故障ではありません。 

※ヘッドホンの装着具合によっては、ノイズキャンセ U ング効果び得られない 
場合びあります。付属のイヤピースからちに合っているちのを選び、しっかり 
とちに装着するよラにしてください。 


峰 audio-technica 

保 5 正 1 


ATH-ANC23 

ご購ブ^日 

年 

月 曰 

保酬間^^ 

ご購入曰より 

1年 

フ U ガナ ^ 

ご氏ち X 

ご住所干 


巧 ( ) 


販売店 • f 


転載不可 


♦裏の保証規定を必ずお読みください。 

巧なを対: Tt - ザィテつ二れ 

〒1 94-8 色日6索京都町田巿成潔2206 http://www.audio-technica^ 

お問い合わせ先 （電話, 平日日:00 〜 17: 30) 

製品の仕様’使いかたや修理’部品のご相談は、お買い上げのお店または当社窓□およ A— ムページの 
ヴポートまでお願いします。 

♦相談窓□(數品の化様•使いかた）函0120 -773-4 17 

(携帯電話 ’PHS などのご利用は 03-6746-0211) 

FAX : 042-739-9120 E メー ル： support@audio-technica.co.jp 
♦ヴービスセンター(修理•部品） 函0120 -887-416 

(携帯電話 .PHS などのご利用は 03-674 巨-021 2) 

FAX : 042-739-9120 E メー ル： servicecenter@auciio-technica.co.jp 

♦ホームページ(サポート） 

www.audio-technica.co.jp/atj/support/ 


本体についての注意 


A 警告 

♦自動車、バイク、自転車など、柔〇物の運転中は絶対に使用し 
ないでください。交通事故の原因となります。 

♦周囲の音び聞こえないと危険な場所（踏切、駅のホーム、工事 
現場、車や自転車の通る道など）では使用しないでください。 
♦本製品は密閉度び高く、外部の音び聞こえにくくなります。周囲 
の音び聞こえる音量で、安全を確かめなびらご使用くださし、。 
♦イヤピースは幼児の手の届かない場所に保管してくださし、。 


A 迁意 

♦耳をあまり刺激しない適度な音量でご使用ください。大音量で 
長時間聴くと聴力に悪影響を与えることびあります。 

♦肌に異常を感じた場合は、すぐにご使用を中止してください。 

♦本製品を使用中に気分び悪<なった場合は、ずぐにご使用を中止 
して < ださい。 

♦分解や改造はしないでくださし、。 

♦ヘッドホンを耳から外したときは必ずイヤピースび本体に付いて 
いるかご確認ください。イヤピースびちの中に残0取り出せない 
場合はすぐに医師の診察を受けてください。 

♦本製品はちをふさぐ形状のため、蒸れによ0かゆみなどを感じる 
ことびあ0ます。その場合は一旦ご使用を中止してくださし、。 


使用上のを意 

♦ご使用の隙は、接続する機器の取扱説明書わ必ずお読みください。 

♦交通機関や公共の場所では、他の人の迷惑にならないよう、音量にご 
ミち意ください。 

♦接続する際は、必ず機器の音量を最小にしてくださし、。 

♦乾燥した場所では耳にピリピリと刺激を感じることびあります。これ 
は人体や接続した機器に蓄積された静電気によるわのでヘッドホン 
の故障ではありません。 

♦強い衝撃を与えないでください。 

♦直射曰光の当たる場所、隱房器具の近く、高温を湿やほこりの多い場 
巧に置かないでください。また水びかからないよラにしてくださし、。 

♦本製品は長い間使用すると、紫が線（特に直射日光）や摩擦により蜜 
色することがあります。 

♦本製品をそのままバッグやポケットなどに入れるとコードが引っかか 
り、断線の原因になります。必ず付属のポーチに収納してください。 

♦コードは必ずプラグを持って损さ差ししてください。コードを引っ張 
ると断線や事故の原因になります。 

♦コードをポータブル機器に巻を付けないでください。断線の原因にな 
ります。 

♦デジタルアンプを搭載したポータブルプレーヤーなど、一部の機器で 
は使用でさない場をびあります。 

♦本製品はノイズキャンセリングヘッドホンとして設計されていますの 
で、電源オンとオフで音量差びあります。 

♦電池なしでのご使用は補助的なものです。電池が切れた場合は、新し 
い電池に交換してご使用ください。 

♦本製扇の近くに発信機（携帯電話など）びあるとノイズび入る場合び 
あります。その場合は、離すようにしてください。 

♦付属の航空機用変換アダプターは、航空機の搭載機材により使用で 
さない場合びあります。 

♦航空機内で電モ機器び使用禁止になっている場合や、機内の音楽 
サービスを個人のヘッドホンで使用することが禁止されている場合 
は、本製品を使巧しないでください。 





























電池についての注意 


■ お手入れのしかた 


〔指定電池 r 単4おアルか J 乾電池 ] 


長くご使用いただくために各部のお手入れをお願いいたします。お手入れ 
の際は、アルコール、シンナーなど溶剤類は使用しないでください。 


ニッケル水素などの巧電式電池やパワーチ I ッカー付さの乾電池は使 
用しないで < ださい。 

A 危険 

♦電池の液が目に入ったときは目をこす5ない 

すぐに水道水などのされいな水で充分に洗い、医師の診察を 
受けて < ださし、。 


A 警告 

♦幼児の手の届く所に置かない 

電池を飲み込んだ場をはすぐに医師の診察を受けてくださ 
し、。窒息や内臓への障害の恐れびあります。 

♦火の中に入れない、加熱、分解、改造しない 
ミ夜漏れ、発熱、破裂の原因になります。 

♦極性通りに入れる 

液漏れ、発熱、破裂の原因にな0ます。 

♦液漏れした電池はすぐに取り出し、ミ巧は素手でさわ5ない 

-幼児びなめた場合はすぐに水道水などのされいな水で充分 
にラげいをし、医師の診察を受けてくださし、。 

-巧膚やを服に付いた場合は、すぐに水で洗い流してください。 
皮膚に違和感びある場合は医師の診雲を受けて<ださい。 
♦硬貨やカギなど金属製のちのと一緒の場所に置いたり、電池の+ 
と一を接続しない 

ショート状態にな0液漏れ、発熱、破裂の原因にな0ます。 

♦乾電池は充電しない（乾電池の場合） 

ミ夜漏れ、発熱、破裂の原因になります。 

♦使い切った電池はすぐに取り出す 

ミ夜漏れ、発熱、破裂の原因になります。 

•長期間使用しない場合は電池を取り出ず 
液漏れによる故障の原因になります。 


A 迁意 

♦外装ラベルがはがれた電池は使用しない、ラベルをはがさない 

ショート状態にな0液漏れ、発熱、破裂の原因になります。 

♦落下させたり強い衝撃を与えない 

液漏れ、発熱、破裂の原因にな0ます。 

♦変おさせたり八ンダ付けしない 

液漏れ、発熱、破裂の原因にな0ます。 

♦ ly 下の場所で使用、放置、保管しない 

-直射日光の当たる場所、高温を湿の場所 
-炎天下の車内 

液漏れ、発熱、破裂、性能低下の原因になります。 

♦巧管、廃棄の場合は端子部をテープなどで絶縁する 

液漏れ、発熱、破裂、性能低下の原因になります。 

♦水に 濡 5さない 

発熱の原因になります。 

♦指定の電池 ly 列使用しない 

液漏れ、発熱、破裂の原因になります。 

♦使用済みの電池は自治体の所定の方法で処分ずる 
環境保全に配慮して < ださし、。 


♦ゆ3.己 mm ステレオジャックけがのヘッドホン端子の機器と接続ずる 
場含は、適切な変換プラグアダプターをお買い求めくださし、。 
♦コードを延長ずる場合は、別売のヘッドホン延長コードをお買いホめ 
<ださい。 


♦ヘッドホン部について 

乾いた巧で巧れを拭いてください。 

特にイヤピース装着部炬図参照)は、イヤ 
ピースを通してお脂などの巧れび付着し 
ます。ミちれび付着したまま使用すると、イ 
ヤピースび外れやすくなります。こまめに 
巧れを拭いてください。なお、音び出る部 
分は繊細なため、軸5ないよラにしてくだ 
さい。故障の原因にな0ます。 

♦コント□—ラー部について 

乾いた巧で巧れを拭いてください。 

参コードについて 

汗などで巧れた場をは、使用後すぐに乾いた巧でないてください。 

巧れたまま使用すると、コードび祟化して固くなり、故障の原因になります。 



イヤピース 
装着部 


音び出る 
部分 


♦プラグについて 

プラグび巧れた5乾いた巧で拭いてください。汚れたまま使用すると、音 
とびや雑音び入る場をびあります。 

* イヤ ピースの お手入れは、 r イヤ ピースに ついて」一 r お手入れのしかた」を 
参照ください。 


■ 巧障かな？と思った6 


. 音が出ない。 


A 1 :パワーインジケーターをご確認ください。 

ノてワースイッチび日 N の状態で、インジケーターび消えている、 
または点滅している場をは、新しい電池と交換してください。 

A 2 :電池無しで聞く場合はパワースイッチを OFF にしてくださし、。 

ノのースイッチび曰 N のままでは音は聞こえません。 


Q 2. ノイズキャンセリング効果が感じ5れない。 


A 1 :パワーインジケーターをご確認ください。 

パワースイッチび日 N の状態で、インジケーターび消えている、 
または点滅している場合は、新しい電池と交換してください。 

A 2 :電池フタび確実に閉まっているかご確認ください。 

フタび浮いているとノイズキャンセ U ング効果び低下します。 

A 3： へッドホンをかけ直してください。 

ヘッドホンと耳の位置び良 < ないと効果び感じ5れない場合びあります。 


A 4 :周囲の騒音びキャンセリング周波数に合わない場合があります。 


Q 3. ノイズび出る。 


A 1 :デジタルアンプを搭載したポータブルオーディオなど、 
一部の再生機器では、ノイズび出る場合がありまず。 


Q 4. 音びひずむ。 


A 1 :接続した機器の音量を下げてくださし、。 


A 2 :パワーインジケーターをご確認ください。 

パワースイッチび日 N の状態で、インジケーターび消えている、 
または点滅している場合は、新しい電池と交換してください。 


た音が聞こえる。 


A 1 :近くにある携帯電話やコンピューター関連機器のノイズを 
拾っている可能性がありまず。 


ノイズを発生させる機器から遠ざけてご使用ください。 


Q 巨.パワースイッチを ON にずると「サー」といラ音がずる。 


A 1 :ノイズキャンセリング機能の動作音です。 
故障ではありません。 
















































■ る部のち郝と機能 



r 

付属品 



航空機用変換 
アダプタ_ 


间 


※航空機用変換アダプターは本製品専用です。 

他のヘッドホンには使用しないでください。 
※航空機でご使用の際は、搭載機器により 
ヘッドホンジャックのお状び異なります。 

航空機用変換アダプターち必ずお持ちください。 


単4お 

アルカリ乾電池 
(動作確認用） 



ポーチ 




qqQO 

交換イヤピース ( XS , S ， M 丄） 

(お買い上げ時は M サイスび装着されています。） 




■ イヤピースについて 


■ 電池交換のしかた 


■ イヤピースのヴイズにごいて 

本製品は、4サイズのシリコンイヤピース XS、S、M、L を付属しており、お 
買い上げ時は M サイズび装着されています。よりよい音質で楽しんでいただ 
<ために、 イヤピースのサイズを換えて、イヤピースを耳の収まりのよい位置 
に調節してください。イヤピースび耳にラまく装着されていないとあ音び間 
こえにくいことびありまず。 

■ お手入れのしかた 

ヘッドホンからイヤピースをがし、ラずめた中性洗剤で手洗いしてください。 
洗浄後は乾いてか6ご使用 < ださい。 


1 図のよラにコント□ーラー部裏側にある電池フタを開けてください。 
※フタはがれません。 




■ 交換のしかた 

消耗したイヤ ピースを がし、新しいイヤ ピース 
を斜めから巧し当てます。（ち図参照） 

内側をにげるよラに強<押し込み、奥までしつ 
かり取り付けて<ださい。 

※イヤピースび外れにくい設計にしているため、 
取り付けびをつ < なっていまず。 



A ミ主意 


♦イヤピースは巧れび付きやすいため、定期的に取りがしお手入れをして 
ください。汚れび付いたまま使用ずると、イヤピースを通して本体の音 
び出る部分び巧れ、音費び悪くなる恐れびあります。 

♦イヤピースは消耗品のため、保をや使巧により祟化しまず。嵌合びゆる 
くなるなどの劣化び見られた場合は交換イヤピースを販売店でお買い 
ホめ <ださい。 

♦一度がしたイヤピースを本体に付ける際は、確実に取り付けられているか 
を確認して < ださい。イヤピースび耳の中に残ったまま放置すると、けびや 
病気の原因になりまず。 
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+- の極性表示にをわせて新しい 
電池(単4おアルカ U 乾電池）をI本 
入れて < ださい。 













































■ 使いかた 

■巧続例 



※接続する機器の取扱説明書をあわせてお読み< ださい。 


1 接続する機器の音量を最小にして、接続する機器のヘッドホン端子に本 
製品を接続してください。航空機で使用する場合は、上図のよラに必要 
に応じて付属の航空機用変換アダプターを接続してください。 

2 本製品のパワースイッチを日 N にし、パワーインジケーターび点灯して 
いることをご確認ください。〔ノイズキャンセ U ング機能を使用しない場 
合は OFF にします。この場合、パワーインジケーターは点なしません。） 

3 " L (左）"の表示側を左耳に 、" R (ち）"の 
表示側をち耳に装着します。 



4 接続した機器を再生し、接続機器またはコント□ーラー部のボリュー 
ムで音量を調整します。 

5 使用媛は、パワースイッチを日 FF にしてください。 


※本製品は電池び切れた焉をでを、通苗使用びできるスルー機能を搭載しています。 
※本製品は性能確保のため、音楽再生音びがか5聞こえやすくなっています。 
交通機関や公共の場所では、他の人の迷惑にな5ないよラ、音量にご注意ください。 


■ テクニカル データ 


型式 ：ダイナ5ック型 

ドライバー :が 3 mm 

再生周波数帯域 ： 20〜20,000 Hz 

ノイズキャンセルレベル；最大一 2日 d 巨 

出力音圧レベル ： 105 dB/mW (ノイズキトンセル使用時)、 

103 dB/mW (ノイズキャンセル不使用時) 
インピーダンス ：]已曰!:！（ノイズキャンセル使用時)、 

32 Q (ノイズキャンセル不使用時） 


質量 

フラグ 

電源 

電池寿命 
コード長 
♦付属品 


•交換イヤピース 


:約26旨(電池除<、コードを含む） 

:03.巳171171金；>^ソキステレオミニプラグ 
: DC 1. 巳 V (単4形アルカ U 乾電池 XI 本） 

:約日0時間(使巧条件により異なります。） 

:全長 1.3 m ( Y 型*) * 左右のコードの長さび同じです。 
:航空機巧変換アダフター※ 

単4おアルカ I 」乾電池(動作確認用） 

ポーチ、イヤピース ( XS . S . M . L ) 

: ER - CKM 已已 XS . S.Ml 


※航空機の搭載機器により、使用でさない場合びありまず。あ5かじめご了承ください。 
このアダフターは本製品専用です。他のヘッドホンには使用しないでくだごい。 


(改良などのため予告なく変更することびあります。） 


アフターサービスについて 

本製品をご家庭巧として、取扱説明や接続•ミ主意書さに従ったご使用において故障した 
場合、保詔書記載の期間•規定により巧料修理をさせていたださます。 

修理びでさない製品の場合は、交換させていただをます。お買い上げの際の領収書また 
はレシートなどは、保証開始日の確認のために保証書と共に大切に保管し、修理などの際 
は提示をお願いします。 


お問い合わせ巧(電話受付/平日目： 00〜 17:30) 

製品の仕様•使いかたや修理•部品のご相談は、お買い上げのお店または当社窓□および 
ホーム ぺージのサポートまでお願いします， 

♦相談窓□(製品の仕様•使いかた）函， 0120 -773-417 
(携帯電話 . PHS などのこ刑用は03-色74日-021 1) 

FAX : 042 -73 日-9120 E メール： support @ audiQ - technica . co.jp 
♦ヴービスセンター (修理•部品）画. 0120 -887-416 
(携帯電言舌. PHS などのごネリ用は 03-674 已 -02 1乙） 

FAX :日 42-73 目-9120 E メール： servicecenter @ audio - technica . co.jp 
参ホームぺージ(ヴポート ） www . audio - technica . co . jp / atj / support / 


巧巧をネ±ザ—テ'ザがテマこの 

干1 日 4-8 目日日 ま京都旧 ■田 市成瀬2 吕日日 http :// www . audio - technica . co.jp 1024-05695 


オーディオテクニカ製品をお買い上げいただきましてまことにありびとラございま 
、す。 製品に万一異常び生じた場合は、お買い上げのお店、当社サービスセンターへ 
£連絡 < ださい。この保記書の規定により保罰期間内に限り無料で修理させてい 
長'きます。修理の際にはこの保話書をご提示願いますので大切に保存してくだ 
さ％お買い上げの際の領収書またはレシートなどは、保記開始曰の確認のため 
に、ろ®こ保管ください。なお、保証期間経過後を責任ををって修理いたしますび、 
その^ち料となりますのでご了承くださし)。本製品の基本性能を維持するため 
に必要補修用性能部品)の最低保有年限は製造巧切後 6 年です。 

i 呆言正規定 （必ずお読みください） 

な下の場合は間内でも修理実費をいただを、故障の状況によっては修理で 
きないことをあ6%■。また修理の際オーディオテクニカの判断で製品交換をさせ 
ていただくことびあ^すのでご了承 < ださい。 

①本保証書び提示^ない場を。 

⑥本保証書にご購刀、！日•購入店名の記入擦印または、それに代わる保証 
開始時期を証巧す^^%)(お買い上げレシートなど)びない場合。 

⑤お買し\^ザ給の巧て .f 

) 取が' 


] ■混教ナ「料- 



④取 
⑥本製. 

⑥ 当社 j 

⑦ 設置 
⑥天災； 

③一般； 

⑩車載 J 
⑩その I 

保証の巧 

♦消耗•摩 

チなど収納ケース類や、そのほか付属品。また:^製品や接続した機器に問わ 
ず、ソフトおよびデータなどは補償いたしかねます，ご了承ください。 

修理品の送料 

♦イ呆証の期間内、期間経過後を問わず、修理•検査のため巧 I 品を送付される攝合 
は、お客様に送料をご負担いたださますのでご了承 <だ3^。製品は、輸送中の 
事故びないよラ、個包してください。 

修理品の保証 

♦修理後、同一個所に同一の故障び生じた場合は、保証期間を超^てを修理完 
了曰より3力月攻内に限り無料で修理いたします。 

その他 

①本保証書に明示した期間、条件のちとにおいて無料修理をお約まするち%?す。 
従って、本保証書の記載内容によってお客様の法律上の権利び制限され％)の 
ではありません。 

⑤本保証書は日本国内でのみ有効です :) (This warranty is valid only in Japan .)， 
③本保証書は再発行いたしませんので、紛失なさらないよラ大切にな管してください, 

⑥ audio-technica 










































